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研究成果の概要（和文）：本研究では小学生から高校生を対象とした不適応プロセスに関するアセスメント研究
及び介入法について以下の成果が得られた。
①本研究で開発した不適応感尺度を用いて横断的及び縦断的見地より学年差の検証を行い，不適応要因・徴候が
小学5年生から6年生間で有意に低下し，高校生は1年生から2年生にかけて不適応徴候得点が有意に上昇してい
た。②S-HTP研究では木の描画面積は別室登校を希望する不登校傾向，人の描画面積は遊び・非行に関連する不
登校傾向と負の相関が見られた。③SCT研究では学校不適応高群と低群とでSC・教師等にイメージの差異が見ら
れた。最後に上記のアセスメントを用いた心理的援助方法の検討を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, the following results were obtained on the assessment of and 
intervention for the maladaptive process in elementary to high school students. The maladjustment 
process scale developed in this study revealed longitudinal grade differences. Maladaptive 
factors/signs decreased significantly from the fifth to the sixth grade of elementary school, but 
they increased significantly from first to the second grade of high school. The S-HTP study revealed
 that the expression area devoted to trees and the person were significantly negatively correlated 
with the tendency to choose “to stay outside regular classrooms” and “to engage in delinquent 
activities,” respectively. The SCT study showed differences in the image of school counselors and 
teachers between groups showing high and low school maladjustment. Finally, we examined 
psychological intervention methods using the above findings. 
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１．研究開始当初の背景 
近年学校では，いじめや不登校等，多くの
メンタルヘルス問題を抱えている。本来なら
ば深刻な問題として表面化する前に，生徒の
不適応徴候を察知し介入する等の予防的観
点からのアプローチが重要である。しかしな
がら，小学生から高校生までを対象とする 1
次・2 次・3 次予防を包括したアセスメント
方法はほとんどみられない。また，学校場面
においては，スクールカウンセラーが教師と
連携して，予防的活動を実施することが有効
であると考えられる。そのため，スクールカ
ウンセラー等が不適応に至るプロセスと関
連した質問紙調査と投影法（描画法等）を実
施し，生徒の不適応状態を多面的にアセスメ
ントし，予防的介入を実践する方法について
検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は，学校場面における小学生から高
校生を対象とした 1 次・2 次・3 次予防に対
応した多次元的アセスメント開発（質問紙
法・投影法），及び包括的な予防的介入プロ
グラムを開発・検証することを目的とした。
本研究は 尺度研究，投影法研究，予防的介
入研究の 3 つに分類される。 尺度研究とし
ては，小学生，中学生，高校生を対象とした
１次・２次・３次予防に対応すべく不適応に
至るプロセスに焦点を当てた不適応感尺度
の開発を行うことを目的とした。投影法研究
では，S-HTP法の各アイテムの描画面積及び
SCT の記述内容と学校不適応との関連につ
いて検証した。 予防的介入研究としては，
上記のアセスメントを生かした早期の段階
で不適応を予防するための介入システムの
提案を行うことを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 本研究は，学校場面における小学生から高
校生を対象とした多次元的アセスメント開
発及び 1 次・2 次・3 次予防を含めた包括的
な予防的介入システムを開発することを目
的とする。そのため，研究は尺度研究，投影
法研究，予防的介入研究の3つに分類される。 
まず，尺度研究では小学・中学・高校版不
適応プロセス尺度を作成し，信頼性・妥当性
の検討を行った。特定された要支援生徒の不
適応状態（登校状況等）や教諭評定も踏まえ
て妥当性についても検証を行った。 
次に投影法研究では，photoshop を用いて
S-HTP の描画面積について測定し，描画面積
と不適応感尺度との関連について検討を行
った。また，SCT 研究では，不適応感尺度を
用いて不適応高群と低群に分け，群ごとに記
述内容が異なるかについて kh-coder を用い
て比較検討を行った。 
最後に，予防的介入研究では，スクールカ
ウンセラーが不適応感尺度と投影法（S-HTP
及び SCT）を用いて，コンサルテーションや
心理面接に生かすための実践方法について

検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１）尺度研究 
高校生のための不適応プロセス尺度を開
発するために， 1417 名の高校生を対象に質
問紙調査を実施した。探索的因子分析の結果，
＜不適応徴候＞，＜被受容感の乏しさ＞，＜
社会的コンピテンスの不足＞の3水準ごとに
下位因子が抽出された。不適応にいたるプロ
セスとしては，＜社会的コンピテンスの不足
＞が＜被受容感の乏しさ＞を媒介し，＜不適
応徴候＞に影響を与えている過程が明らか
となった（図１）。2年間の縦断的調査より学
年差を検討したところ，1 年生から 2 年生で
不適応徴候が有意に高まっていた。一方，2
年生から 3年生では被受容感が増加し，社会
的コンピテンスの向上と不適応徴候に影響
を与えていることが示された。 

また，小学生版学校不適応感尺度とスクー
ルカウンセラー（以下，SC）への関心尺度を
開発し，学校不適応感が SC への関心に与え
る影響過程及び各尺度の学年差について検
討を行った。まず予備調査をもとに質問紙調
査を作成し，本調査では小学 3 年生～6 年生
470 名を対象に質問紙調査を実施した。因子
分析の結果，学校不適応感尺度では＜不適応
徴候＞＜不適応要因＞の2水準において計４
因子が SC への関心については 1 因子が抽出
された。次に，学校不適応感が SC への関心
に与える影響過程を検討したところ，＜不適
応要因＞が＜不適応徴候＞を媒介して＜SC
への関心＞に影響を与えていた。また，横断
的調査と縦断的調査を用いて各尺度の学年
差について検討を行った。その結果，SCへの
関心と不適応要因（友人関係問題）及び不適
応徴候（情緒面）が小学 5年生から 6年生間
で有意に低下していた。  
 



（２）投影法研究 
描画法のひとつである S-HTP 研究では，
S-HTP と不登校傾向との関連についての検討
を行った（表１）。その結果，女子生徒より
男子生徒のほうが家の描画面積が大きかっ
た。男子の方が女子より自我発達水準が低く，
家族に精神的に依存している可能性が示唆
された。 続いて，人の描画面積は遊び・非
行に関連する不登校傾向と有意な負の相関
関係が見られた。今後，人を小さく書いてい
る生徒には，自信が得られる体験を積み重ね
ていくことで抑うつと自尊感情の低下を防
ぐことができ，その結果非行行動も抑制する
可能性が推察された。木の描画面積は，別室
登校を希望する不登校傾向と負の有意な相
関関係，社会的コンピテンスとは正の相関関
係が見られた。これらの結果より，木を小さ
く描く生徒は社会的コンピテンスが低く，別
室登校傾向が高い状態であることが推察さ
れる。 

SCT 研究では，不適応高群と低群間で教師
とスクールカウンセラー（以下，SC）に関す
るイメージの構成要素が異なるかについて
検討を行うことを目的とした。その結果，不
適応高群は低群に比べて，“先生”について
「怖い」と記述している児童が多いことが明
らかになった。また，SC については，高群は
低群より「相談」の中心性が高いとともに，
「会ったことはない」「話してみたい」との
つながりが見られ，SCに対する相談希望を示
唆する内容が認められた（図２）。  

図２  不適応高群における SC の記述に関する
共起ネットワーク図 
 
そのため，不適応傾向が高い児童は，先生
は怖いというイメージを持っている一方，SC
には相談できるイメージを持ち，会ったこと

はないけど話してみたいと期待を持ってい
ることが明らかとなった。上記の内容を記入
した児童には，SCが先生と連携をして支持的
な環境を作ると同時に，相談できる体制を整
えていくことの重要性が示唆された。 
 
 
（３）予防的研究 
本研究では，小学校において小学生版不適
応感尺度及び SCT を実施し，フィードバック
方法と効果について検証を行うことを目的
として，A 小学校(全校児童約 600 人)の小学
3年生から小学6年生までを調査対象とした。
調査時期は，X年 6月(以下 T1)，X+1 年 11 月
(以下 T2)，X+2 年 11 月(以下 T3)の 3 回実施
した。毎回の調査で 400 名程度が対象となっ
た。T1の 6 月にメンタルヘルス調査（不適応
感尺度，SCT）を行うことで，人間関係の躓
きから生じる児童達の SOS を察知し，SC が教
員と連携して要支援生徒を支援することが
可能となった。T2，T3 では，11 月にメンタ
ルヘルス調査を実施し，これまでの様子と照
らし合わせる中で，児童の様子をふりかえる
機会となり，次年度の学級編成の参考になっ
たとの意見が聞かれた。また，SCが先生にメ
ンタルヘルス調査の結果をフィードバック
するなかで，以前から気になっていた児童が
リスク有り群に入っていたとの意見もある
一方，学級委員や一見まじめに見える児童の
なかにも不適応要因を抱えていることに気
づく機会となったとの報告もみられた。一方，
児童へのフィードバックについては，フィー
ドバックを希望する児童にメンタルヘルス
調査の結果を伝えることで，SCと話すことが
できる機会となり，相談室の広報の一助とな
ることが示された。このように SC が縦断的
にメンタルヘルス調査を実施することによ
り．児童，生徒の継続的な変化についても把
握することができるとともに，リスクを抱え
たときに児童，生徒が自ら相談することにつ
ながる可能性が示唆された。 
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